
平成２４年度大阪府立吹田東高等学校 

第２回学校協議会 

日 時：平成２４年 11 月 5 日（月）  

場 所：大阪府立吹田東高等学校 校長室 

  ・委 員 天津 謙二 吹田市立東山田小学校 校長 

        石黒 典男   校長経験者 

   柏渕眞理子 地域教育協議会 東山田地区青尐年指導員会地区委員長 

  城下 英行 関西大学 社会安全学部 助教 

  高木美由紀 本校 ＰＴＡ会長 

  室  善博 吹田市立千里丘中学校 校長 

   校 長 橋本 卓爾 吹田東高等学校 校長 

   事務局 今井 洋子 吹田東高等学校 教頭 

  野木 義弘 吹田東高等学校 事務長 

  池田 隆宏 吹田東高等学校 首席 

  薮内 博樹 吹田東高等学校 首席 

 

・学校協議会実施要項についての確認 

  ・会長選出 室氏   職務代理者 天津氏 

・議  事  

◆報告事項 

（１）生徒の状況について             橋本 校長 

 俳句甲子園 11 年連続出場し、決勝トーナメントに出場。 

 高校生クイズ全国大会において大阪府代表として出場し、全国 17 位。 

 陸上部近畿大会出場。9 月に開催された近畿ユースに 3 名出場。 

 俳人協会全国俳句大会第２回ジュニアの部優秀賞受賞。 

大阪府立図書館主催「あなたのおすすめ本 POP 広場」入賞。 

 地域に開かれた学校づくりの一環として、外部の講師による能楽楽器体験を実施。 

人権教育に関して宮里 新一氏に来校していただき、ハンセン病について講演会を実施。 

 

委 員：ここ 1、2 年挨拶をしてくれる生徒が増えてきた。高校生はなかなか自分から挨拶をしてく

れない。礼儀正しい生徒が増えているので、生徒指導がよくできていると思う。体育祭や文

化祭も見させていただいているが、よく盛り上がっている感じがする。 

 

（２）教科書の選定報告について          今井 教頭 

 生徒の状況に応じて、教科が主になって選んでいる。 

 

（３）「生徒の授業アンケート結果」について    池田 首席 

 ７月に客観式アンケートを実施。10 月に記述式アンケートを実施。7 月の客観式アンケートの内 

容について説明。授業以外での学習時間の過去 3 年間の比較と 2012 年度教科別レーダーチャート（分 

かりやすさ・満足度）を資料として配付。 

 

事務局：３年で部活動を夏休み明けまで継続する生徒もおり、受験勉強に取り掛かるのが遅い。その 

反面、1 日に 3 時間以上勉強する生徒の割合も増えている。２年生で勉強時間が 0 時間の生

徒が 1 年次に比べて増えているのが今後の課題である。自習室ができて、学校で勉強する機

会が増えている。夏休みも自習室を利用する 3 年生が多かった。 

事務局：特に 2 年生は中だるみの時期であり、部活動の方に時間をとられる傾向にある。どの教員 

も課題や小テストを行っており、最低１時間は勉強しなければならない状況になっている。 

委 員：「あなたは昨年度に比べて勉強する時間が増えましたか」という質問項目を加えたらいいと思 

います。 



事務局：教科別レーダーについては教科や科目についてかなり差がある。体育は厳しく授業を行って 

いるが、満足する評価を得ている。厳しい授業をする教員の方が生徒は評価する傾向にある。 

分かりやすさが 60％を切る科目については授業改善について話し合う機会を設けている。ア

ンケートの集計人数が尐ないと極端な結果になることもある。１０月に各授業担当者で記述

式アンケートを実施している。 

 

       

◆協議事項 

          『学校教育自己診断の質問項目』（昨年度の保護者用の学校教育自己診断について） 

    

    委 員：PTA 活動等で学校との関わりが多い保護者はアンケートに答えやすいが、学校との関わりが

尐ない保護者はわからないという欄に丸をすることが多くなると思う。  

    委 員：高校の近辺に住んでいるかどうかで評価が変わると思う。近辺に住んでいると生徒の様子が

分かりやすい。 

    委 員：学習について授業の評価基準について小・中学校では細かい基準を設けている。小・中学校

では観点別評価を含めて、細かい基準がある。高校では平常点がどのように評価に反映され

ているかが具体性に乏しい。機会を設けて保護者に報告したらいいと思う。 

    事務局：4 月に生徒に配付しているシラバスには評価基準を載せている。 

    委 員：質問項目が多く、もう尐し絞った方がいいと思う。同じようなテーマの質問はまとめる等工

夫したらいいと思う。項目別に分けるのもいいと思う。例えば、生徒に関すること、学校で

の取組み、家庭状況等。 

    委 員：中学校では毎年質問項目を５～６項目に絞っており、3 年に 1 度 20～30 項目で行っている。

自由記述欄はなくしている。 

    事務局：土曜日の講習等新たな取り組みをした時には、質問項目に入れている。例えば、去年はホー

ムページについての質問を入れた。ホームページ以外にも学校や PTA に関する情報は携帯連

絡網で行っている。登録率はほぼ 100％登録しており、本校教員も登録している。 

    事務局：本日いただいたご意見を参考にアンケート項目をまとめる。 


